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「あたたかな拍手に包まれて」 

校長 小田切 敦 

 ６月１４日（水）に体育祭を実施いたしました。天候に不安を抱えながらも全競技を行うことができ

ました。「俺達最強」～もう誰にも止められない～のスローガンのもと、体育祭への気持ちの勢いとみ

力強さを感じました。学級や色ごとにまとまる姿に一体感を感じるとともに、競技中転倒した相手を気

遣う様子など思いやりを感じられる場面も見られ、すばらしい体育祭となりました。 

最後の閉会式での話です。私の話の中でこのすばらしい体育祭を作り上げた体育祭実行委員に感謝を

述べました。その後に話を進めようとしたら生徒のみなさんから自然と拍手が沸き起こったのです。体

育祭実行委員に向けられた心からの拍手に感動をしました。その後の実行委委員長の話では生徒や保護

者のみなさんに投げかけた言葉に生徒、保護者ともにまとまって返事をしている様子によって会場があ

たたかな雰囲気となりました。 

これほどにもあたたかな気持ちを感じることができたのは一人ひとりがお互いを尊重する気持ちがあ

ったからだと思います。競技や応援をした仲間、陰で支えていた人など、多くの人に対して心からの感

謝や労いを言葉だけでなく拍手などの様々な表現や全体がまとまるよって映し出される情景が自然と出

てきた素晴らしさを感じているとともに今後も人とのつながりによって「あたたかさに包まれる」学校

でありたいと思いました。応援をしていただいた保護者の皆様、また、地域の皆様本当にありがとうご

ざいました。今後とも本校の教育活動にご理解とご協力をお願い申し上げます。 
 

学校教育目標   学び合い 認め合い 高め合う 

１年 

初めての体育祭では、全力で競

技に取り組む姿が見られました。

学年種目の「大縄跳び」や「台風

の目」をはじめ、全力で応援し、

競技に取り組む姿はとても素敵

でした。同じく初めての定期テス

ト・前期中間試験では、実力を発

揮しようと緊張感をもって試験

に臨めました。過程や結果をきち

んとふりかえり、自らの成長につ

なげましょう。 

２年 

中間テストが終わり、学年の雰

囲気もちょっと一息という感じ

です。体育祭では、元気よく精一

杯躍動する姿を見せてくれまし

た。中堅学年としての意識も少し

ずつ高まっているのかなと感じ

ています。現在、１０月の合唱コ

ンクールに向けて、選曲や役割分

担決めが始まっています。今年こ

そ、いろいろな行事を滞りなく実

施したいものです。 

３年 

中学校最後の体育祭も無事に

開催され、どのクラスも全力で

競技に取り組む姿がみられまし

た。個人競技でも団体競技でも

各々の持てる力を発揮していま

した。修学旅行や体育祭など、中

学校最後の行事を終えていきま

す。今後の学校生活でも活動を

楽しみながら悔いのないように

過ごしてほしいと思っていま

す。 

 

〈 学 年 よ り 〉 

６月中旬頃は、梅雨寒の日々が少し続きましたが、ここ数日は空気が肌にまとわりつくような蒸し暑さで
す。どうぞ健康管理には留意して、夏休み前の学校生活を過ごしてください。５月中旬から６月末までさま
ざまな行事が行われてきました。楽しかった校外行事、盛り上がった体育祭、そして学習の成果が試された
中間テスト。また部活動では３年生にとっては最後となる大会が連日行われています。そのすべてが滞りな
く実施できて、本当に良かったと感じています。 
まもなく夏休みがやってきます。充実した夏季休業となるよう、今から少しずつその過ごし方を意識して

みませんか？ 

〈 教 務 よ り 〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

30 日、鎌倉校外学習を実施しました。天候が心配されましたが、大きく
崩れることなく、班別行動を通じて、事前学習で調べた寺社等へ訪れること
ができました。「鶴岡八幡宮」では、班ごとに集合写真の撮影を行いました。
ルールやマナーを守りながら歴史的な観光地の雰囲気を肌で味わうことが
できたと思います。事後学習では、各班が訪れた寺社などについて、撮影し
た写真を使用しながらプレゼンテーションを作成し、学習の成果を伝えま
した。 
スローガンである「鎌倉へいざ出陣 ～大仏のように大きな心～」の通り、

大きな心をもって、班別行動計画から当日の班別行動、そして事後学習を通
じて班員との絆を深めることができたと思います。今後も仲間と協力し合
いながら学校行事等に取り組んでほしいです。 

 
５月２２日～２４日、九州方面への修学旅行を実施しました。 
初日は羽田空港より長崎市内へ向かい、班別自主行動を行いました。班ごとのプランに沿って行動し、

グラバー園や出島、眼鏡橋などを散策しました。夕方には、小峰秀孝さんよる被爆体験の講和を拝聴し
ました。ご自身の苛烈な体験のお話とともに、未来へ向けて、多くの国の方々と語り平和の礎を築くこ
とには「思いやり」が大切だとおっしゃっていました。 
２日目には原爆資料館を見学したのち、平和祈念像の前で平和集会を行いました。平和の実現に向け

て「自分たちができる努力」をし続ける事を誓って、折り鶴を納めてきました。午後には佐賀県唐津市
へ移動し、豊かな自然の中で民泊による稼業体験をしました。 
最終日は学問の神様・菅原道真をお祀りしている、福岡県の太宰府天満宮を参拝しました。境内や参

道を自由散策し、名物の「梅が枝餅」に舌鼓を打ちました。 
この旅行で学んだ、平和を求める気持を深めること、歴史や文化に対する関心を深めること、思いや

りの心を深めること、信頼し合える人間関係を築くことを大切にして欲しいと願っています。 

  


